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研究成果の概要（和文）：サンドおよびダグーと、同時代の音楽家や空想的社会主義者たちの影

響関係を、彼女たちの作品や書簡等を検討して明らかにした論文 3本を発表し、この成果を踏

まえたうえで、サンド作品における理想の音楽家像と彼女のユートピア思想との融合について

考察した研究発表を行い論文を発表した。また、ダグーの作品中での音楽家フランツ・リスト

のイメージの変容と、当時のユートピア思想との関係についても研究発表を行い論文を発表し

た。 

 

研究成果の概要（英文）：Based on an extended analysis of their works and personal 

correspondence, I published three articles about my research on the mutual influences 

of two French writers (George Sand and Marie d’Agoult), their contemporary musicians 

and certain utopian socialists.  In addition, I presented and published the results of 

my research on how Sand united, in her works, her images of ideal musicians and her utopian 

ideals.  I also researched how, in d’Agoult’s writings, the image of the musician Franz 

Liszt was transformed and how it was related to utopian ideas at the time.  I presented 

these results and published an article. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究の研究代表者坂本千代は、2004 年に
東京で開催された国際シンポジウム「ジョル

ジュ・サンドの２０、２１世紀への遺産：芸
術と政治」のオーガナイザー兼発表者のひと
りである。このシンポで取り上げた「芸術と



政治」は、サンド研究のみならず、広く文学
研究全体の底流となる大きなテーマである
が、アジア初の国際サンド・シンポというこ
とで、我々はあえてこの課題を選んだのであ
った。このシンポをきっかけに坂本はサンド
の音楽観や音楽家像と、彼女の政治的理想
（特に「ユートピア」として表現されるもの）
との関連に興味を持つようになった。また坂
本は、数年前からサンド研究と平行して、サ
ンドと同時代の女性作家であるマリー・ダグ
ーの研究を行っていた。本研究はダグー（音
楽家フランツ・リストのパートナーでもあり、
音楽に関する造詣が深い）とサンドについて
坂本がそれまで重ねてきた研究を３年かけ
てさらに深め、音楽家像とユートピア思想と
いう切り口で新しい展望を開こうとしたも
のである。 
 
 
２．研究の目的 

フランス・ロマン主義は一方で政治と深く
関わる社会的な現象であるが、他方現実社会
からの逃避をしばしばテーマにする。一見矛
盾したこの２つの側面は実は同一の源から
発し、産業革命に伴い人間が単なる労働力に
還元される中で人間性の回復を表現する文
学運動であると言える。こうした動きは 18
世紀の物質主義に反発して生まれたもので
あり、物質世界の上位に非物質世界を措定す
ることにもつながった。サンドとダグーは音
楽をこの非物質世界に通ずる扉とみなして
いる。 

彼女らは当時の先進的な知識人として、同
時代の思想家たち（マルクスによって空想的
社会主義者と呼ばれた人々）から大きな影響
を受け、それを自分たちの作品に反映させて
いる。その作品群の主要ファクターのひとつ
がユートピアであり、彼女たちはそれぞれの
ユートピアを描いている。そして、その世界
で重要な役割を果たすのは芸術家（もちろん
音楽家を含む）である。 

本研究は従来のロマン主義研究、サンド研
究、ダグー研究の延長線上に立ちながらも、
彼女たちの作品や書簡を「音楽」「音楽家」「ユ
ートピア」という側面から考察して、フラン
ス・ロマン主義の表象現象を新しい観点から
描き出す試みである。 

 
 
３．研究の方法 

サンドに大きな影響を与えた音楽家とし
てはリスト、ショパン、モーツァルト、ベー
トーヴェンを挙げることができる。彼女の著
作・書簡の中でこれら実在の音楽家たちに関
する部分を拾い上げて検討することと、彼女
の創作した音楽家たちの検討を平行して行
った。具体的な分析対象としては、サンドの

音楽観が鮮明に現れる自伝『わが生涯の記』、
書簡集、エッセイ『旅人の手紙』、『印象と思
い出』、小説『コンスエロ』、『ルドルシュタ
ット伯爵夫人』、『笛師のむれ』、『アルディニ
家最後の娘』、『リラの七弦』、『アドリアニ』
等を取り上げた。 

ダグーに大きな影響を与えた音楽家は誰
よりもまずリストである。リストと彼の音楽
に対する彼女の評価、音楽という芸術の持つ
「力」や音楽家の特別な使命の認識等につい
て、サンドの書いたものと比較しつつ考察し
た。具体的な分析対象としてはダグーの回想
録、小説『ネリダ』、書簡集、リストとの実
質的共作のエッセイ集『ある音楽学士の手
紙』等を取り上げた。 

彼女たちに大きな影響を与えた社会思想
家として、サン・シモンとその弟子たち、フ
ェリシテ・ド・ラムネおよびピエール・ルル
ーを取り上げ、彼らが芸術、特に音楽につい
て述べているものを選び出して考察を加え
た。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)主な成果 
①19 世紀前半のフランスにおける空想的社
会主義者たちとサンド、ダグー、リスト、シ
ョパンら当時の文筆家や音楽家たちの関わ
りの特徴とその分析を「きたるべき社会と芸
術家の役割 サン・シモン主義者たち、ラム
ネ、ルルーの芸術観」という題名で刊行。 
②サンド作『旅人の手紙』や書簡集および他
の作品と、フランツ・リストの『ある音楽学
士の手紙』のテクストをつき合わせることに
よって、1830 年代の彼らに共通の音楽観と相
互影響関係を考察し、論文「ジョルジュ・サ
ンドとフランツ・リスト — 『旅人の手紙』
第七信」として発表。 
③ロマン主義世代の流行現象とも言えるベ
ートーヴェン崇拝から、サンドがショパンの
影響のもとに徐々にモーツァルト派へと移
行していったことを彼女の書簡等から検証
し、論文「ジョルジュ・サンドと音楽家たち 
— ベートーヴェンとショパン」として発表。 
④上記①②③によって実在の音楽家や空想
的社会主義者たちとサンドとの関わりを明
らかにしたので、それらを踏まえたうえでサ
ンドのフィクションにおける理想の音楽家
像とユートピア思想との融合についての考
察し、論文「ジョルジュ・サンドの作品にお
ける音楽家像とユートピア思想」として発表。
また、日本ジョルジュ・サンド学会で研究発
表も行った。 
⑤ダグーの作品に現れるフランツ・リストの
イメージを研究し、現実の音楽家リストが彼
女のフィクション中でどのような変容を遂



げているかを、大阪府立大学でのコロキアム
で発表し、論文「マリー・ダグー伯爵夫人の
生涯と作品 — 小説『ネリダ』における事
実とフィクション」として刊行。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
①サンド研究 
 サンド作品における音楽についての研究
に関してはフランスとアメリカですでに何
冊かの本が出版されているが、日本ではほと
んど未開拓の分野であった。本研究は日本に
おけるその端緒となっただけでなく、フラン
スにおいても今まであまり顧みられること
のなかった作品『印象と思い出』等の分析を
とおして、作家サンドの想像力にショパンの
音楽が与える影響の分析や、典型的なロマン
主義的音楽家像の形成過程に迫ることがで
きたという点で独創性を発揮している。それ
と同時に、我が国におけるロマン主義的想像
力と音楽の関係についての研究にも、本研究
は一定のインパクトを与えることができた
と思われる。 
②ダグー研究 
 ダグーを伝記的側面から論じたり、彼女と
リストの関係を研究した著作はフランスに
は少なくない。だが、彼女の小説『ネリダ』
に現れるリストのイメージと執筆当時のダ
グーの社会観・ユートピア観を結びつけて、
サン・シモン主義運動や社会思想家ラムネの
影響という観点から追求した本研究は、内外
のダグー研究においてもユニークな位置を
占めている。 
③外国での位置づけ 
 本研究の成果として挙げた論文はすべて
日本語で書かれ、日本で発表されたものであ
る。しかしながら、本研究の研究代表者坂本
は 2007 年にフランスのブレーズ・パスカル
大学、2008 年に米国カリフォルニア大学サン
タ・バーバラ校で開催された国際シンポジウ
ムにおいてフランス語による研究発表（テー
マは本研究と直接結びつくものではない）を
行い、その際にサンドおよびダグーの作品と
ルルーのユートピア思想の関わりについて、
本研究の成果を踏まえた自説を展開して討
論を行っており、本研究は諸外国の研究者た
ちに対しても一定のインパクトを与えたと
考えられる。 
 
(3)今後の展望 
①本研究の成果によって、サンドとダグーの
政治的・社会的理想と、彼女らの著作中の芸
術家像との結びつきの様相がかなり明らか
になった。ところで、本研究を進めていくに
あたって、坂本はフランスなど諸外国の資料
のみならず、日本におけるサンド作品の翻訳
書・研究書・論文等を調査する必要に迫られ

た。そのことを出発点として、2012 年がサン
ド作品最初の日本語訳からの 100周年に当る
のを機に「日本におけるサンド 100 年」を総
括する著作を企画し、日本ジョルジュ・サン
ド学会員 13 名の共著として出版することを
提案した。この提案が受け入れられ、現在プ
ロジェクトが進行中である。今回の研究成果
の一部は、2012 年までに出版予定のこの本の
中で、サンドの音楽家像を論ずる部分として
展開される予定である。 
②ダグーについては、研究の基礎となる資料
を手に入れることが非常に困難であった。著
作権問題などで、生存している関係者との調
整がうまくいかなかったのか、フランス国立
図書館やブリティッシュ・ライブラリーをと
おしても必要資料のコピーなどがなかなか
手に入らず、今回の研究には間に合わなかっ
たが、次回以降の研究にぜひつなげていきた
い。 
③フランスの空想的社会主義者たち、特にラ
ムネやルルーに関する研究には未開拓の分
野が広くあり、今後の研究の余地が残ってい
る。とりわけルルーに関しては、フランスに
おける「最初の社会主義者」というだけでな
く、その芸術論や女性論も当時の知識人たち
に大きな影響を及ぼし、それが彼らの「血肉」
となってあまりにも「あたりまえ」のものと
なってしまったがゆえに、後の世代の人々か
らそれほど注目されなくなってしまったの
だと思われる。ヨーロッパの 20 世紀と、そ
れに密接に結びついた日本の 20 世紀の精神
風土を考察する際に再検討されるべき重要
な思想家であろう。本研究によって、19世紀
中葉のフランスにおけるルルー思想の影響
の広がりと強さを再確認した坂本は、今後も
ロマン主義芸術とこの思想の関わりについ
ての研究を続けていきたいと考えている。 
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